
令和 8 年 8 月 １日改訂 

ケ ア ホ ー ム 上 田 

（介護予防）短期入所療養介護 利用料金表 
 

介護保険サービス費 

 

基本利用費 

 

 

加 算 

 

個別リハビリテーション実施加算 240 円/日 個別リハビリテーションを実施した場合 

認知症行動・心理症状緊急対応加算                  200 円/日 医師により認知症行動・症状が認められ、在宅生活が

困難で緊急にサービス利用が必要と認めた場合（7 日

まで） 

緊急短期入所受入加算● 90 円/日 計画にないサービスを緊急で行った場合（7 日まで） 

※ やむを得ない事情がある場合は14 日まで 

若年性認知症利用者受入加算 120 円/日 若年性認知症利用者に対してサービスを行った場合 

重度療養管理加算● 120 円/日 要介護４・５の利用者のうち、胃瘻・褥瘡治療等の状

態にあり、計画的な医学的管理と必要な処置を行った

場合 

在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅱ 51 円/日 在宅復帰・在宅療養支援等指標が70 点以上の場合 

送迎加算（片道あたり） 184 円/回 入退所時必要に応じて居宅と施設間の送迎を実施した

場合 

総合医学管理加算 275 円/日 治療管理を目的とした利用者に対し医療行為を実施

し、同意を得て主治医に情報提供した場合（10 日ま

で） 

療養食加算 8 円/回 医師が発行した食事箋に基づき、管理栄養士の管理の

もと療養食を提供した場合（日に3 回まで） 

緊急時治療管理 518 円/日 病状が重篤となり緊急的な治療管理として医療行為を

行った場合（月に１回、連続する3 日まで） 

特定治療費  やむを得ない事情により医療行為を行った場合（診療

点数×10 円） 

生産性向上推進体制加算Ⅱ 10 円/月 利用者の安全、介護サービスの質の確保等の取組を行

った場合 

サービス提供体制加算Ⅰ 22 円/日 基準を満たした介護福祉士数等であること 

介護職員等処遇改善加算Ⅰ2 合計×9.7％ 介護従事者の処遇改善の取組を行っていること 

 

●の加算は、要介護の利用者のみです。 

要支援1 要支援2 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

672 円/日 834 円/日 902 円/日 979 円/日 1,044 円/日 1,102 円/日 1,161 円/日 

介護保険サービス費は 

すべて１割負担の金額を 

記載しています 



 

 

 

その他の利用料 

 

食費  朝食 410 円/回 理美容料 実費 

昼食（おやつ含む） 785 円/回 電気器具 テレビ（持込） 100 円/日 

夕食 620 円/回 テレビ（貸出） 200 円/日 

居住費 500 円/日 電気あんか 100 円/日 

差額室料 2 人部屋 550 円/日 電気毛布・電気敷布 100 円/日 

個室 1,500 円/日 オーディオ類・充電器 20 円/日 

日用品費 100 円/日 その他 都度相談 

 

 

日用品について 

 

○ 感染症の対策や家族の負担を軽減するため、タオル・おしぼり・シャンプー・ボディーソープ等の日用品に

ついては、業者への委託（319 円/日）をお願いしております。やむを得ず業者への委託をしない場合には、

「その他の利用料」に記載の日用品費を請求します。 

 

衣類の洗濯について 

 

○ サービス利用中の衣類の洗濯は、家族負担となります。 

○ 業者へ委託（682 円/1 ネット）することも可能です。 

○ 利用者・家族都合で施設の衣類を貸出した場合や施設で衣類を洗濯した場合には、衣類の数量にかかわらず、

洗濯代として300 円/回を請求します。 

 

その他の費用について 

 

○ 利用者・家族の依頼により、施設が代理購入したものは、その実費を請求します。 

○ 施設で提供するマスクについて、利用者の希望や面会時に必要となるものは、1 枚10 円で請求します。 

 

 

 

減免の対象となる方へ 

 

負担限度額認定証をお持ちの方は、負担限度額に則った食費・居住費となります。 

証書をお持ちの方は、必ずサービス開始前にご提示ください。提示がない場合、減免を受けることはできません。 

また、請求後に提示された場合も、同様となります。 


